
いちごドリルプリント

古墳時代プリント 名前

問1 古墳時代の大和政権において、朝鮮半島や中国から渡来した人々（渡来人）が果たした役割や、彼らがもたらした文化的な影響について述べた
文として正しいものはどれですか。 （2024年 群馬県公立入試 類似）

1. 狩猟や採集に代わる新しい生活様
式として、磨製石器の製作技術を広
めた

2. 稲作を初めて日本に伝え、各地に
高床倉庫を持つ集落を形成させた

3. 大和政権で外交や財政管理に従事
し、仏教などの新しい文化や技術を
伝えた

4. 銅鐸や銅剣などの青銅器を用いた
祭祀を広め、巨大な前方後円墳を築
いた

問2 5世紀ごろ、現在の大阪府や奈良県を中心とした勢力であるヤマト王権が、九州から関東地方に至る広い範囲に影響力を及ぼしていたことが、各
地の出土品から判明しています。埼玉県にある稲荷山古墳から出土した鉄剣には、当時のヤマト王権の首長を指すどのような称号が刻まれてい
ましたか。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 大王 2. 天皇 3. 将軍 4. 執権

問3 5世紀のヤマト王権の有力者たちは、当時の中国において、政治的な正当性や朝鮮半島での軍事的な立場を認めてもらうために使者を派遣しまし
た。このとき、ヤマト王権が朝貢を行った中国の王朝の総称として正しいものを選択してください。 （2024年 三重県公立入試 類似）

1. 南朝 2. 隋 3. 北朝 4. 唐

問4 4世紀から6世紀にかけて朝鮮半島などから日本列島へ移り住み、漢字や儒教、仏教のほか、機織り、土木、金属加工といった大陸の進んだ技術
を伝えた人々を何と呼ぶか、最も適切なものを選びなさい。 （2024年 熊本県公立入試 類似）

1. 遣隋使 2. 防人 3. 御家人 4. 渡来人

問5 3世紀後半から古墳時代にかけて造られた、円形の後円部と方形（四角形）の前方部を組み合わせた、上空から見ると鍵穴のような形をしている
古墳の名称を答えなさい。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 方墳 2. 円墳 3. 積石塚 4. 前方後円墳

問6 古墳時代の展示において、当時の有力者の墓である古墳の内部に納められた「副葬品」が紹介されています。これらの中で、被葬者の権力や権
威を示すとともに、当時の中国大陸との活発な交流を裏付ける代表的な資料として、最も適切なものはどれですか。 （2016年 富山県公立入試 類似）

1. 弥生時代に主に近畿地方を中心に
広まり、祭りの道具として使われた
青銅器の銅鐸

2. 古墳の墳丘の頂上や周囲に並べら
れ、聖域を区切る役割を持っていた
人や馬の形の埴輪

3. 大陸との外交関係や支配者の権威
を示すために墓に納められた、三角
縁神獣鏡などの銅鏡

4. 魔除けや豊かな収穫を祈る儀式に
用いられた、縄文時代の土製の人形
である土偶

問7 4世紀から7世紀頃、大陸から日本列島へ移住した人々が大和政権の成長や社会の発展に与えた影響として、最も適切な説明はどれですか。
（2026年 山形県公立入試 類似）

1. 遣隋使や遣唐使として大陸に派遣
され、最新の政治制度を学んで帰国
した後に律令国家の建設を主導した
。

2. 九州沿岸の警備にあたる防人とし
て任命され、大陸からの侵攻を防ぐ
軍事的な役割を専門に担った。

3. 須恵器の製作技術や漢字、仏教な
どを伝え、政権の組織づくりや文化
の発展に大きく貢献した。

4. 稲作の技術を初めて日本に伝え、
狩猟や採集を中心とした社会から定
住社会への転換を促した。

問8 5世紀ごろに造られた大仙古墳のような巨大な前方後円墳について、このような大規模な墳墓が築かれた歴史的な背景として最も適切な説明はど
れか。 （2020年 三重県公立入試 類似）

1. 各地域の小国が、他国からの侵略
を防ぐための軍事的な要塞として築
いたため。

2. ヤマト政権の大王が、膨大な労働
力を動員できるほどの強大な権力を
持っていたことを示すため。

3. 大陸から伝わった稲作の技術を普
及させるために、神を祀る祭祀場を
各地に作ったため。

4. 仏教の伝来とともに、死者を弔う
ために巨大な寺院を建てる習慣が広
まったため。

問9 古墳時代の日本（倭）が朝鮮半島や中国大陸の諸王朝と活発に交流していたことを示す証拠について、群馬県の綿貫観音山古墳などの出土品か
ら読み取れる共通点として最も適切なものはどれですか。 （2021年 群馬県公立入試 類似）

1. 遣隋使が派遣されるまで大陸との
交流は完全に途絶えており、仏教に
関する文物のみが特例として見られ
る点

2. 縄文時代以来の伝統である大型の
磨製石斧や、日本列島固有の黒曜石
製品が大量に出土する点

3. 江戸時代の鎖国政策の影響により
、大陸由来の文物が一切見られず、
日本独自の土器のみが発達している
点

4. 朝鮮半島の高句麗や百済、新羅、
加耶などの地域と共通する、銅製水
瓶や馬具などの文物が確認される点

問10 大阪府堺市に位置し、三重の堀に囲まれた巨大な鍵穴のような形状を持つ、日本最大級の面積を誇る古墳の名称として正しいものを選びなさい
。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 江田船山古墳 2. 大仙（大仙陵）古墳 3. 高松塚古墳 4. 稲荷山古墳

問11 4世紀から6世紀ごろにかけて、朝鮮半島や中国大陸から日本列島へ移り住み、当時の日本に欠けていた高度な技術や文化を伝えた人々を何と呼
びますか。 （2023年 新潟県公立入試 類似）

1. 防人 2. 御家人 3. 渡来人 4. 遣隋使

問12 3世紀ごろの中国大陸の情勢と、当時の日本との関わりについて述べた文として、内容が正しいものを一つ選びなさい。 （2016年 和歌山県公立入試 類似）

1. 唐が周辺諸国を従える強大な帝国
を築いており、日本からは律令制度
を学ぶために遣唐使が送られた。

2. 隋が南北に分裂していた中国を統
一した時期であり、聖徳太子が小野
妹子を派遣して交流を深めた。

3. 魏・呉・蜀の三つの国が分立して
争っており、邪馬台国の卑弥呼はそ
のうちの魏に使いを送った。

4. 秦の王が初めて中国を統一して始
皇帝と名乗り、日本を含む周辺地域
に大規模な軍隊を派遣した。

問13 世界文化遺産にも登録されている、大阪府の「百舌鳥・古市古墳群」について述べた文として、正しいものはどれか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 仏教が伝来した後に、聖徳太子の
命令によって各地の寺院の隣に作ら
れたものである。

2. すべて直径10メートル程度の小さ
な円墳のみで構成された、庶民のた
めの墓地群である。

3. 東北地方から九州地方にかけての
全国各地から、有力な豪族の遺骨を
集めて埋葬した場所である。

4. 日本最大の面積を誇る大仙古墳（
大山古墳）など、巨大な前方後円墳
が含まれている。
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

大和政権で外交や財政管理に従事し、仏教な
どの新しい文化や技術を伝えた

朝鮮半島や中国から日本に移り住んだ渡来人は、当時の先進的な知識を持っていたため、大和
政権において外交文書の作成や財政の記録・管理といった重要な実務を担いました。彼らを通
じて、6世紀の百済からの仏教伝来に代表されるような、大陸の新しい学問、宗教、技術が日
本に定着し、国家の仕組みが整えられていきました。

問2 答え 1
大王

5世紀後半のヤマト王権（大和朝廷）の首長は「大王（おおきみ）」と呼ばれていました。埼
玉県の稲荷山古墳や熊本県の江田船山古墳から出土した鉄剣・鉄刀には、「ワカタケル大王」
などの銘文が刻まれており、近畿地方を中心とするヤマト王権の支配が、既に関東から九州ま
で及んでいたことを示す重要な歴史的証拠となっています。

問3 答え 1
南朝

5世紀の中国は、華北を支配する北朝と、江南を支配する南朝に分かれて対立していました。
地理的に南に位置する王朝と交流しやすかったヤマト王権は、南朝の諸王朝へ「倭の五王」と
呼ばれる王たちが相次いで使者を送り、朝貢を行いました。

問4 答え 4
渡来人

4世紀から6世紀にかけて、朝鮮半島の戦乱などを背景に、多くの人々が日本列島へ移住しまし
た。彼らは渡来人と呼ばれ、大陸の高度な技術や文化を日本へもたらしました。彼らが伝えた
漢字は、後の公文書作成の基礎となり、仏教の伝来は日本の文化や政治のあり方に大きな影響
を与えました。

問5 答え 4
前方後円墳

古墳時代を代表する墓の形式であり、円形と方形を組み合わせた独特の形状が特徴です。当時
の有力者の権力の大きさを示す象徴として、近畿地方を中心に全国各地へ広がりました。

問6 答え 3
大陸との外交関係や支配者の権威を示すため
に墓に納められた、三角縁神獣鏡などの銅鏡

古墳時代、古墳に葬られた有力者は自らの権力を示すために、大陸由来の貴重な品々を副葬品
として墓の中に納めました。特に三角縁神獣鏡などの銅鏡は、中国の王朝とのつながりや、そ
れを入手できる大和政権との政治的な結びつきを示す重要な象徴でした。埴輪は古墳の表面や
周囲に立て並べられるものであり、内部に埋葬される副葬品とは区別して理解する必要があり
ます。

問7 答え 3
須恵器の製作技術や漢字、仏教などを伝え、
政権の組織づくりや文化の発展に大きく貢献
した。

移住した人々は、須恵器の製作、金属器の加工、養蚕、織物といった実用的な技術だけでなく
、漢字や仏教、儒教といった学問や宗教も伝えました。これらの知識や技術は、大和政権が国
内を統治するための公文書作成や、国家としての権威を高めるための寺院建築などに活用され
、古代日本の国家形成において不可欠な役割を果たしました。なお、稲作の伝来は弥生時代、
防人の制度は7世紀後半の白村江の戦い以降に本格化したものです。

問8 答え 2
ヤマト政権の大王が、膨大な労働力を動員で
きるほどの強大な権力を持っていたことを示
すため。

大仙古墳のような巨大な前方後円墳の建設には、延べ数百万人とも言われる膨大な労働力と長
い年月が必要でした。これほど大規模な墓を築くことができた事実は、被葬者である大王が近
畿地方を中心として、広範囲にわたる民衆や地方の豪族を統制し、支配下に置いていたことを
証明しています。

問9 答え 4
朝鮮半島の高句麗や百済、新羅、加耶などの
地域と共通する、銅製水瓶や馬具などの文物
が確認される点

古墳時代の日本列島は、地理的に近い朝鮮半島の高句麗・百済・新羅・加耶、および中国の南
朝や北朝と活発な交流を持っていました。その具体的な証拠として、群馬県の綿貫観音山古墳
をはじめとする各地の古墳から、大陸や半島の影響を強く受けた「銅製水瓶」や「馬具」など
の文物が共通して出土しており、当時の国際的なネットワークの広がりを示しています。

問1
0

答え 2
大仙（大仙陵）古墳

堺市にあるこの古墳は、仁徳天皇の墓とも伝えられている日本最大の前方後円墳です。三重の
堀に囲まれたその巨大な規模は、当時の大王（おおきみ）が持っていた強大な権力を物語って
います。

問1
1

答え 3
渡来人

朝鮮半島での戦乱を逃れるため、あるいは大和政権による招きに応じて日本列島にやってきた
人々です。彼らは養蚕、機織り、金属加工、土木技術のほか、漢字や儒教、仏教といった学問
や宗教も伝え、古代日本の国家形成に大きな影響を与えました。

問1
2

答え 3
魏・呉・蜀の三つの国が分立して争っており
、邪馬台国の卑弥呼はそのうちの魏に使いを
送った。

中国の歴史書『魏志』倭人伝には、3世紀の中国が魏・呉・蜀の三国に分かれて争っていたこ
と、そして日本の卑弥呼が魏の皇帝から称号を授かったことが記されています。他の選択肢に
ある秦による統一は紀元前3世紀、隋による統一は6世紀末、唐との交流は7世紀以降の出来事
であり、時期が異なります。

問1
3

答え 4
日本最大の面積を誇る大仙古墳（大山古墳）
など、巨大な前方後円墳が含まれている。

百舌鳥・古市古墳群は、現在の大阪府堺市、羽曳野市、藤井寺市に広がる古墳群です。4世紀
後半から5世紀後半にかけて、当時の王権（ヤマト政権）の王たちの墓として築かれました。


